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　がんは，全国と同様に広島県でも死亡原因の第一位であり、今後、高齢者が

さらに増加することに伴い、患者数も増加していくものと予想されます。

　このような状況の中、総合的かつ効果的ながん対策を推進するためには、が

ん罹患に関する情報を正確に把握し対応することが不可欠であることから、県

では、平成１４年（２００２）１０月から「広島県地域がん登録事業」を社団法人広島

県医師会と財団法人放射線影響研究所の御協力のもと実施して参りました。

　また、平成２０年（２００８）３月に策定した「広島県がん対策推進計画」では、

「がん登録の推進」を重点課題の一つと位置付け、平成２１年（２００９）８月には、

「広島市地域がん登録」を実施する広島市と、登録資料の相互利用の協定を締

結するなど、精度の高いがん登録の推進に取り組んできたところでございます。

　この間、御協力いただいた法人や県内医療機関の皆様の多大な御尽力により、

本県のがん登録は、届出件数の増加のみならず、精度も著しく向上しており、

がん対策に欠くことのできない基礎資料として、今後より一層、その役割を増

していくものと思われます。

　県としましては、地域がん登録の意義や必要性を関係機関や県民の皆様に御

理解いただけるよう、より分かりやすい内容の普及啓発に努めますとともに、

がん登録で得られる貴重な情報を基に、「がん対策日本一」の実現に向けた取

組みを進めて参ります。

　終わりに、この報告書の発行にあたり御尽力いただいた皆様に心より感謝申

し上げますとともに、今後とも一層、がん登録を御活用いただき、それぞれの

お立場からがん対策に取り組んでいただきますようお願い申し上げます。

　　平成２３年３月

　　

広 島 県 知 事　湯﨑　英彦　



「広島県のがん登録（平成１９年集計）」に寄せて

　本会では平成１４年（２００２）から、広島県より委託を受けて「地域がん登録」

を実施しております。平成１９年（２００７）３月に、初回の「広島県のがん登録」

（広島県地域がん登録事業実施報告書）報告書（平成１４年・１５年集計）を発刊

し、今年度は第５号（平成１９年集計）を発刊することができました。この場を

借りて、関係者の皆様方に深く感謝申し上げます。

　さて、死亡情報で初めて把握された症例を示す値のDCN（Death Certificate 

Notification）は、平成１７年（２００５）集計では１９．４％、平成１８年（２００６）集計で

は１５．７％、そして、今回の平成１９年（２００７）の集計では１１．３％と、年を重ねる

ごとに登録精度が向上しております。

　また、死亡情報のみの症例を示す値のDCO（Death Certificate Only）につい

ては、平成１７年（２００６）集計の全国平均が１７．１％であるのに対し広島県の平成

１８年（２００７）集計は５．４％であり、広島県におけるがん登録は全国的にみても

非常に高水準であり、全国に誇れる「がん登録」であると証明されております。

　これは、広島県医師会が昭和４８年（１９７３）より続けてきた広島県腫瘍登録事

業のデータが有効に活用され、広島県独自の「広島県地域がん登録システム事

業」として、登録・診断精度の向上を果たせた結果であり、大変嬉しく思って

おります。死亡情報で初めて把握された症例の遡り調査についても３年目とな

る今年も、９６．３％と高い回収率となりDCOの低下の大きな要因となっており、

関係医療機関の皆様の多大なるご協力に感謝申し上げます。

　広島県医師会では、今後ともがん登録事業のより一層の推進とともに、啓発

活動を行い、広島県とともに「がん対策日本一」に寄与してまいりたいと考え

ております。関係者の皆様方の更なるご支援ご協力のほど何とぞよろしくお願

い申し上げます。

　　平成２３年３月

　　　広島県医師会長　碓井　静照　



「広島県のがん登録（平成１９年集計）」に寄せて

　本資料はもとより広島県民のがんの特徴をとらえる上で大変重要なものです。

本報告書の平成１９年（２００７）集計では、地域がん登録の量的精度を表す、死亡票

ではじめて登録されたがんの割合であるDCN（Death Certificate Notification）が

１１．３％となっており、また、がん登録資料の診断精度を表す、死亡情報のみで

登録されたがんの割合であるDCO（Death Certificate Only）が５．４％と改善さ

れ、広島県地域がん登録ではより実態を正確に表す高精度なデータが継続的に

集積されています。これは、国が指定した県内１１のがん診療連携拠点病院にお

いて院内がん登録の充実が図られてきたこと、広島県腫瘍登録事業によって収

集した病理診断に基づくがん情報も利用していることになどよると伺っており

ます。

　本がん登録の質の高いデータから、本県では肝臓がんの罹患率の高いことが

分かってきました。また、医療圏別のがん罹患の特徴も捉えられるようになり

ました。さらに、本報告書では、部位別年齢階級別のがん罹患率をグラフ化し、

がん罹患の特徴を視覚的に捉えやすくなっています。広島県医師会および県内

医療機関の皆様方のご尽力に深甚な敬意を表します。

　放射線被曝のがん罹患への影響を検討することは、当研究所においても引き

続き優先的課題であり、そのために、がん登録データは欠くことのできないも

のであります。広島県地域がん登録事業を受託しております当研究所といたし

ましては、本がん登録事業をはじめ、広島市地域がん登録事業、広島県腫瘍登

録事業を通して、広島県におけるがん対策の推進に微力ながら貢献できればと

考えております。

　今後とも皆様のご協力、ご理解のほど、よろしくお願い申し上げます。

　　平成２３年３月

　　　放射線影響研究所理事長　大久保　利晃　


